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はじめに 

 

南魚沼市教育委員会では、平成２８年４月に南魚沼市後期教育基本計画～笑顔あふれる教育

プランⅡ～を策定しました。また、生涯学習や社会教育を推進するためのイメージプラン「学

びの郷南魚沼プラン」を策定しています。市民が主役となり次世代へつながる持続可能な平和

で豊かなまちづくりを目指し、「学びあい、教えあい、伝えあい、そして輝く、わたしと地域」

を基本理念に未来志向の計画を実施していきます。 

このたび、南魚沼市後期教育基本計画に基づき、「南魚沼市子ども読書活動推進計画」を策定

しました。 

平成２６年６月には、ＪＲ六日町駅前に南魚沼市図書館（愛称：えきまえ図書館本の杜）が

誕生しました。平成３０年３月２日には、来館者１００万人を達成し、市民の皆さまから愛さ

れる図書館になりました。平成３０年度は、図書館が移転し５年目となります。読書活動の核

となる施設として計画の推進を行います。 

子どもにとって読書は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、

人生をより深く生きる力を身に付けていくうえで欠くことのできないものです。本との出会い

が、温かい気持ちを感じ、人のことを思いやる気持ちを育み、そして笑顔あふれる豊かな人生

を送ることができる糧となることを願っています。 

 

 

 

 

 

平成３０年３月 

 

南魚沼市教育委員会 

教育長 南 雲 権 治 
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第１章 南魚沼市子ども読書活動推進計画の策定にあたって 

 

平成１３年１２月に、「子どもの読書活動の推進に関する法律」が施行されました。この法律

では、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、国及び地方公共団体の責務等を明確

化するとともに、国が「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（以下、「基本計画」

という。）を策定することを義務付けました。平成１４年８月には第１次基本計画、平成２０年

３月には第２次基本計画が策定されました。平成２５年５月策定の第３次基本計画では、全て

の子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう

に環境の整備を積極的に推進することや、家庭・地域・学校等の連携・協力を重視することが

定められています。これまでの基本計画の取組みの課題として、進級・進学で学校段階が進む

につれて読書離れが進む傾向、地域における取組みの差が顕著であることや学校図書館資料の

整備が不十分であることが挙げられています。 

また、地方公共団体においても取組みが行われており、平成１８年度末までに全都道府県が

「都道府県子ども読書活動推進計画」を策定しています。新潟県では、平成２１年３月に「新

潟県子ども読書活動推進計画（第２次）」が策定されています。 

南魚沼市では、平成１８年３月策定の第１次総合計画において生涯学習の拠点として図書館

の整備・機能強化を図ることとし、平成２２年６月の図書館整備検討委員会「基本構想報告書」

を基に整備計画が進められました。また、市民（公募）参加のワークショプを実施し、平成２

６年６月に、ＪＲ六日町駅前の複合施設内に南魚沼市図書館（愛称「えきまえ図書館本の杜」）

を市民会館内から移転し開館しました。図書館内には、読み聞かせ等のできる児童コーナーが

あり、乳幼児を含めた子どもと大人が読み聞かせを通じて触れ合う場が設けられています。旧

館で実施していた読み聞かせ事業をボランティア団体に委託し継続して実施しています。また、

書架整理ボランティアを募集し、読書活動を支える環境整備を行っています。 

平成３０年度から平成３４年度の５年間を計画の実施期間とし、「南魚沼市子ども読書活動

推進計画（第１次）」として策定します。 

 

（１）計画策定の趣旨 

子どもの読書活動を推進するための環境整備や読書機会の増進を行います。 

（２）計画の対象と期間 

対象者は、１８歳までの子どもとし、取組みは市民全体で行うこととします。 

計画期間は、平成３０年度から平成３４年度までの５年間とします。 

（３）計画の策定体制 

子どもの読書推進に関係する関係各課と協議のうえ南魚沼市教育委員会が策定しました。 

策定にあたり、①アンケートによる実態調査②有識者の意見聴取（計画策定検討委員会の

設置）③パブリックコメントを実施しました。 
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①アンケートによる実態調査（平成２９年１月実施） 

・乳幼児保護者（年中児の保護者が主な対象） 

・小学校３年生 

・小学校５年生 

・中学校２年生 

・高等学校２学年 

 

 調査先 対象者数 回答者数 回答率 

１ 
保育園・幼稚園・こども園 
（全２８園中抽出１９園） 

371 262 70.62％ 

２ 
小学３年生 
（全１９校中抽出１０校） 

352 339 96.31％ 

３ 
小学５年生 
（全１９校中抽出１０校） 

357 345 96.64％ 

４ 中学２年生（６校） 514 460 89.49％ 

５ 高等部２学年（４校） 613 553 90.21％ 

６ 
総合支援学校（１校） 
※２～５の学年ごとに振分け集計 

16 16 100％ 

合 計（計４０か所） 2,223 1,975 88.84％ 

 

②策定検討委員会 

・第１回（平成２９年１１月３０日） 

・第２回（平成２９年１２月１４日） 

 

南魚沼市子ども読書活動推進計画策定検討委員会 委員名簿 

区分 氏名 所属等 

委員 富井 茂 塩沢小学校 校長（南魚沼郡市学校図書館協議会会長） 

委員 戸田 祐子 城内中学校 校長（南魚沼郡市学校図書館協議会副会長） 

委員 井上 奏恵 六日町高等学校 教諭 

委員 岡村 秀康 学習指導センター 指導主事 

委員 羽吹 雅子 子ども・若者育成支援センター 育成支援係 係長 

委員 白井 ひとみ 八幡保育園 園長 

委員 山崎  直子 保健課 母子保健班 主幹 

 

③パブリックコメント 

・平成３０年２月５日～２月２３日 
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第２章 子どもの読書活動を推進するための方策 

 

第１節 家庭・地域における子どもの読書活動の推進 

 

１．家庭における子どもの読書活動の推進 

 

（１）家庭の役割 

子どもは読書をとおして、読解力・想像力・思考力や表現力等を養います。また、多くの

知識を得たり、多様な文化を理解します。 

子どもの読書習慣を育むには、乳幼児期の本との出会いがとても重要になります。乳幼児

期に、家族のぬくもりを感じながら本を楽しむ読み聞かせを行うことが心を豊かにする大切

な時間になります。 

また、子どもは、大人が読書をする姿を見ることで読書意欲を高めていくため、身近な大

人が読書活動に関心をもつことも重要であり、親子で習慣的に読書を行うための環境を整え

ることが必要になります。 

 

（２）現状と課題 

乳幼児の保護者向けアンケートでは、本の読み聞かせを「非常に大切」「大切」だと考えて

いる保護者がほとんどでした。読み聞かせを行っているのは、そのうちの約８５％でした。

始めた時期は、生後すぐから１歳半までが８０％以上、頻度は毎日から週１・２回で約７８％

でした。保護者のほとんどが、お子さんが楽しみにし、せがむなど、良い影響があったと感

じていることが分かりました。また、子どもとのふれあいの時間が増えた、言葉の発達に役

立つ、本を好きになったなど前向きな印象をもっていることが分かりました。読み聞かせを

してもらった子どもほど、自分で本を読む習慣があることが分かりました。 

市立図書館では、読み聞かせ事業を概ね週１回実施し、本との出会いを増やすきっかけ作

りを行っています。また、乳幼児健診の会場に出向き、ブックスタート事業を行っています。

健診参加者全員に絵本２冊をプレゼントするとともに、乳幼児期からの本との触れ合いの大

切さについて啓発活動を行っています。平成２８年度からは、実施時期を一歳児歯科健診時

から４か月児健診時に変更しています。 

生活の中に読書習慣を定着させるには、十分とは言えないため、家庭や保育園・こども園

などの他関係機関との連携を図り、今後も取組みを進めていく必要があります。 

 

（３）今後の取組み 

図書館で行っている読み聞かせ事業の利用促進を図ります。子育て支援課が実施している

「ほのぼの広場」などの乳幼児が集まる場所での出張読み聞かせや図書館の利用案内の配布

を行います。また、長く読み継がれる名作本のブックリスト作成やインターネットを活用し

た情報提供等を行います。 
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２．乳幼児健診時等における子どもの読書活動の推進 

 

（１）乳幼児健診等の役割 

赤ちゃんとお母さんやお父さんなどの保護者が、乳幼児期から抱っこなど触れ合いながら

コミュニケーションをとることは、親子の愛情を育み、人間らしい感情をもって成長するた

めに大切なことだと言われています。 

健診には、ほとんどの保護者と赤ちゃんが来るため、健康診査や育児相談といった健診と

しての役割だけでなく、発達を促すためにも絵本を薦めており、読書活動を推進する重要な

機会になっています。 

また、赤ちゃんを膝に座らせて絵本の読み聞かせすることで赤ちゃんと触れ合い、赤ちゃ

んが愛情を感じて成長するためのきっかけ作りを行うブックスタート事業を行う場として

も利用しています。 

 

（２）現状と課題 

２か月児には、保健師が全戸家庭訪問を行っており、ほぼ１００％のお母さんに、公益社

団法人日本小児科医会作成の「スマホに子守りをさせないで」というリーフレットをお渡し

しています。赤ちゃんを膝に座らせて絵本を読んであげると良いことを伝えたり、テレビや

スマートフォンの動画などのメディアの使い過ぎについて注意喚起を行っています。 

４か月児健診では、ブックスタート事業を行い、会場で絵本２冊をお渡しています。健診

の合間に行っていることもあり、子どもの機嫌によっては、あやすことに気を取られ、説明

を聞き洩らすことも想定されるため、事業目的をしっかりと伝えていくことが課題です。市

内２か所（北部・南部）の会場では、図書館員１名とボランティア数名で行っており、ボラ

ンティアの方の参加が欠かせないものとなっています。平成２７年度までは、１歳児歯科健

診時に行っていましたが、他市町村では３か月健診などに実施しており、できるだけ早い時

期に本と出合うことを重視し、平成２８年度から４か月児健診時の実施を開始しました。 

３歳児健診までは、テレビ・ＤＶＤなどのメディア視聴による影響を説明し、絵本などの

読み聞かせを薦めています。また、健診会場には、必ず絵本を用意し、本に触れる機会を設
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けています。 

 

・ブックスタート事業 

赤ちゃんと一緒に絵本を読み、楽しくあたたかいひとときを共有することを願い、ひと

りひとりの赤ちゃんに、絵本を手渡す活動です。 

 

・ブックスタート事業実績 

平成２６年度 ２４回 ４４７名 ８９３冊配布 

平成２７年度 ２４回 ４２２名 ８３６冊配布 

平成２８年度 ４２回 ７３２名 １，４６０冊配布 

（４か月児健診時移行のため、４月～１２月の間は１歳児歯科健診時に並行実施） 

 

（３）今後の取組み 

家庭訪問や健診など、様々な機会をとらえ絵本の読み聞かせなどの読書活動による子育て

を促進します。また、スマートフォンなどのメディアの使い過ぎへの注意喚起や、読み聞か

せ等による子どもとのコミュニケーションの大切さを伝えていきます。 

ブックスタート事業は、健診に合わせて実施しているため、事業目的をきちんと伝えるこ

とができるよう配布しているチラシ等の見直しを行うとともに、今後も説明や絵本の配布な

どの時間を確保できるよう取り組みます。ボランティアの参加を想定した事業体制をとって

いますが、参加がないこともあるため、ボランティアの育成や活用に取り組みます。 

 

ủⱷ♦▫▪ ⌐╟╢ ┼─ ─  

ủⱩ♇◒☻♃כ♩ ─  

 

 

 

 

 

 

 

３．保育園・幼稚園・こども園における子どもの読書活動の推進 

 

（１）保育園・幼稚園・こども園の役割 

乳幼児の保護者向けアンケートでは、読み聞かせのきっかけの約２割、本を選ぶ際に参考

にする場所として約３割の人が保育園等を挙げています。保育園等からの働きかけが、読書

活動を促進していることが分かります。 

本に親しむことができる環境作りを行い、日常生活を通して読書習慣が定着するよう絵本

や物語などに親しむ取組みが求められます。また、保護者に対して、読み聞かせや読書の大

切さを伝える重要な役割を担います。 
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（２）現状と課題 

保育園等では、絵本・紙芝居の読み聞かせを頻繁に行い、絵本などに親しむ機会を作って

います。絵本コーナーを設置し、絵本に親しみ易い環境づくりにも取り組んでいます。 

絵本の貸出しを行い、絵本を介した親子の触れ合いの機会を作るよう努めています。お便

りなどでも、寝る前のひとときに、子どもを膝に座らせ安心できる雰囲気の中で読み聞かせ

をすることが良い影響を与えることを伝えています。しかし、絵本をもっと利用して欲しい

と考えているお子さんに広がっていかないことが、課題となっています。多くの保護者がス

マートフォンを持つようになり、子どもをあやす手段として、スマートフォンの動画を利用

するケースが増えています。乳幼児期の読み聞かせが、子どもの健全育成につながることを

啓発して行く必要があります。 

 

（３）今後の取組み 

図書館の蔵書を積極的に活用し発達に合わせた絵本を置くことで、子どもが興味をもって

触れ読書習慣が定着するように取り組みます。絵本コーナーの展示などの工夫や古くなった

名作本は随時更新を行うなど、読書環境の整備に取り組みます。 

また、昨今の社会情勢により、保護者の仕事の形態が様々なものになり、子どもが保護者

の生活スタイルに合わせて、遅くまで起きており、朝起きられないなどの弊害も出てきてい

ます。「早寝・早起き・朝ごはん」運動で子どもの生活リズムを整えるとともに、寝る前の保

護者による絵本の読み聞かせにより、安心した睡眠と健全な成長を促すことが必要です。 

 

ủ ─ ≤ ─  

ủ ┼─ ╖ ⅛∑─ ─  

 

４．子ども・若者育成支援センターにおける子どもの読書活動の推進 

 

（１）子ども・若者育成支援センターの役割 

義務教育期の子ども支援（不登校・いじめ・問題行動など）や３９歳までの若者支援（ひ

きこもり・ニートなど）を行っています。 

また、家庭教育支援チーム（だんぼの部屋）では、市内４校の小学校、特別支援学校で活

動を行っており、その一環で読み聞かせを行っています。 

楽しい子育てのための読み聞かせや読書そのものにより個々を高める役割を担っていま

す。 

 

（２）現状と課題 

義務教育期から３９歳までの利用者が自由に読書できる図書コーナーを設置しています。

古い本が多く、使い易い配置になっていないこともあり、利用は進んでいません。 

家庭教育支援チーム（だんぼの部屋）では、教室などで絵本と親しむ取組みを行っていま

す。また、ボランティアと協力し、読書協力や本の修復等のお手伝いを行っています。 
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（３）今後の取組み 

本を読むセンター利用者は多いため、どんな図書を薦めれば効果的なのかなど、図書館の

司書や図書を活用し、ニーズに沿って読書活動を推進する必要があります。 

読書をとおして感動・共感などの感情を豊かにし、自己肯定感をもった健全な心を育むた

めの取組みとなるよう読書活動を推進していきます。 

読書や図書館の活用をとおして、利用者が社会的自立に向け自分を高めていけるように図

書館との連携を図ります。 

 

 

ủ ─ ≤  

ủ ⌐ ∂√ ─  
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第２節 市立図書館における子どもの読書活動の推進 

 

１．市立図書館の役割 

子どもにとって図書館は、読みたい本をたくさんの本の中から自由に選び、読書の楽しみ

を知ることのできる場所です。保護者にとっては、専門的な知識をもった司書に子どもに読

ませたい本を相談することができる場所でもあります。また、休日等でも静かな環境で、学

習をすることができる場所でもあります。 

読み聞かせ事業をボランティアと協働し行うこと、講座・イベントの開催により図書への

興味や関心を高めることで、子どもの読書活動を推進する大切な役割を果たしています。 

 

２．読書環境の整備 

 

（１）現状と課題 

平成２６年６月に現在の南魚沼市図書館の位置に移転し、開館しました。それまでの図書

館は、南魚沼市民会館内にありました。平成１６年、１７年の３町合併後から、蔵書数が少

ないこと、書架・閲覧スペースが手狭なことから多くの要望が寄せられていました。図書館

整備検討委員会において平成２１年から検討を重ね、平成２２年に答申がありました。その

後、パブリックコメントを経て、平成２６年６月にＪＲ六日町駅前に移転し開館しました。

現在の場所は、交通網の結節点でもある好立地であり、平成３０年３月には来館者数１００

万人を達成し、とても多くの人が利用する図書館になりました。開館当初はおしゃべりなど

の騒音についての苦情もありましたが、利用マナーが定着し快適に利用できる場所となりつ

つあります。今後も、利用マナーの向上に取り組んで行く必要があります。 

南魚沼市には、図書館１館、公民館図書室２室があります。図書館と図書室では、蔵書数

に大きな違いがあるため、巡回図書として２か月に１回、２００冊（一般書・児童書）を図

書館から各図書室へ配本を行っています。 

図書館は、他の閲覧室と仕切ることができる児童コーナーを設け、絵本等の読み聞かせを

安心して行うことができます。授乳室や多機能トイレを設置しており、乳幼児の保護者にと

って利用し易い環境が整備されています。 

また、図書館・公民館図書室には、図書検索機（ＯＰＡＣ）を設置し、子どもが主体的に

本を選ぶことができる環境を整えています。 

今回実施した小学生以上を対象としたアンケートでは、読書が大切だと「思う」「どちらか

といえばそう思う」が８割以上、「好き」「どちらかといえば好き」が６割以上となっており、

年齢層によらず読書の価値・必要性や楽しさを感じていることが分かりました。その反面、

進級・進学で学校段階が進むにつれて、読書冊数や読書時間が減り、学習等の他の時間が増

加する傾向になっています。また、図書館の利用目的別では、読書・図書貸出が小学生８割、

中学生５割、高校生２割となっています。学習利用は小学生１割、中学生４割、高校生７割

となっています。 
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（２）今後の取組み 

進級・進学で学校段階が進むと、読書をする時間が減少していく傾向にあります。そのた

め、学習利用にきた子どもたちが図書を手に取り、読みたいと思える魅力的な展示を行うこ

とや図書を利用しての調べ学習など読書以外の活用方法を提案するなどの取組みを行いま

す。 

国語の教科書に掲載された著者の作品は、子どもたちの興味を引くため、学校の授業に合

わせて図書館に展示を行うなど、連携していくことも必要です。また、子ども達が読みたい

本と読んでもらいたい本には違いがありますが、学齢に応じたブックリストの作成を行い、

良書の読書を促す仕組み作りを行います。 

例年、中高生の新入学の時期である４月・５月は利用マナーが悪化しています。館内での

ポスター等による周知や声かけだけでなく、利用マナーを記載したチラシを学校へ配布する

などの取組みを行い、快適な空間として利用できるように環境整備を行います。 

図書館の利用や読書の定着のため、調べ学習用のパスファインダーやブックリストなど、

サービスの拡充に取り組んで行きます。 

図書や講演・イベントの開催の情報発信は、市報・ウェブサイト・フェイスブック・館内

チラシ・ＦＭ放送により行っています。講演・イベントの参加者向けアンケートでは、知る

きっかけに市報・チラシやポスターなどの紙媒体を挙げる人が多く、電子媒体の集客力は弱

い状況です。図書検索機（ＯＰＡＣ）を設置するとともに、インターネットを利用した予約

等のシステム構築を行っていますが、強い発信力をもつウェブサイト、ソーシャルネットワ

ークなどの電子媒体を活用した情報発信に、より一層の力を入れて取り組んでいく必要があ

ります。 

また、様々な取組みを進めるためには、図書館職員のレベルアップが重要になるため、研

修や視察などを行い、自己研鑽に努めます。 
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ủⱩ♇◒ꜞ☻♩─  

ủ ─ ⱴ♫כ─ ┘  

ủ▬fi♃כⱠ♇♩⌐╟╢ ─  

ủ ⌐╟╢ ─꜠ⱬꜟ▪♇ⱪ 

 

 

３．児童サービスの展開 

 

（１）現状と課題 

図書館が新しくなり、絵本や紙芝居が置かれた専用の児童コーナーが設置されました。他

のエリアとは、扉で仕切られており、周りを気にせずにゆっくりと子どもと読み聞かせがで

きるようになっています。 

読書定着の事業として、「絵本のへや」（毎週水曜日）、「読書のつどい」（第３土曜日）を読

み聞かせボランティアに事業委託し行っています。図書館では「おはなしのじかん」（主に第

４日曜日）を職員が直接行っています。また、大和公民館では「えほんであそぼ」（第４金曜

日）をボランティアと実施しています。 

また、ブックスタート事業を健診に合わせて行っています。 

 

（２）今後の取組み 

読み聞かせの参加者は比較的固定された人になっています。乳幼児保護者向けアンケート

では、図書館の読み聞かせ事業を約９割が知っていますが、参加したことがある人は３割弱

になっています。周知・開催方法や日時を再検討し、参加者が増加するよう取り組みます。 

ブックスタート事業は、趣旨が伝わるように、実施していくことが重要になります。 

「笑顔あふれる」子どもの育成のためには、良い本との出会いや読書に親しむ機会を作る

ことが重要です。良い本と出会うために、具体的にどのような本を読めば良いのか不安をお

持ちの保護者のために年齢段階に応じたブックリストの作成や、読み聞かせ事業の実施によ

り、本や読書が楽しいものであると感じてもらえるための取組みを進める必要があります。 

 

ủ ╖ ⅛∑ ─ ╩ ╛∆√╘─ ─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 13 - 

４．関係機関の連携と協力 

 

（１）現状と課題 

保育園・こども園などの資料を補うため、団体貸出（３０冊１か月）を行っていますが、

利用は多くありません。 

市立図書館では、学校での読書活動の促進を目的に、学校図書館連携担当司書を平成２６

年度１名、平成２７年度２名、平成２９年度からは３名を配置しています。旧町ごとの３地

域に１名を配置し、小・中学校の学校図書館の整備等の支援を行っています。この取組みに

より、多少の改善を図ることができましたが、十分なレベルには達していません。連携担当

司書は、図書館業務が主であり、学校の図書委員会へのアドバイザー参加や書架等の配置・

整理への助言を行うことが中心となり、日々利用される学校図書館の支援にあたるには限り

がある現状です。 

 

（２）今後の取組み 

保育園等の図書館利用が促進されるよう使い易い貸出方法等の検討を行います。また、図

書館が、図書について気軽に相談できる場所であり、保育園等にない本の貸出しを受けられ

る場所であることを周知していく必要があります。 

保育園等の図書は、子どもが利用することから、破損しているものもあります。子どもが

快適に読書できるよう、図書館職員の派遣や修繕などの研修会の開催をとおして、協力や交

流を図ります。 

学校図書館連携担当司書と学校図書館の担当者との緊密な連絡を図り、学校図書館の整備

を進めるとともに、読書指導に必要となる図書の貸出しや推奨する図書リストなどの情報提

供を行うなどの支援体制の拡充に努めていきます。 

 

ủ ⇔─  

ủ ≤─  

 

５．ボランティア団体との協働 

 

（１）現状と課題 

読書の定着に向けての事業として、乳幼児向けの読み聞かせ事業を行っています。 

「絵本のへや」（毎週水曜日）、「読書のつどい」（第３土曜日）を読み聞かせボランティア

に事業委託し行っています。また、大和公民館では「えほんであそぼ」（第４金曜日）をボラ

ンティアと実施しています。 

平成２６年度から「語り入門講座」を実施しており、ストーリーテリングのできるボラン

ティアの養成を行っています。 

ボランティア活動を促進するため、館内に専用のボランティア室を用意しています。 

市内には、読み聞かせを行っているボランティア団体が複数ありますが、情報を共有する

場は多くないようです。 
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・ストーリーテリング 

語り手が物語を暗記し、本を見ずに子どもに聞かせるもので、子どもは頭の中で、いろ

いろな場面を想像しながら聞くことができる。 

 

（２）今後の取組み 

実施時間等の問題から、参加者が少ない事業もあります。参加者を増やしていくために、

周知・運営方法などの見直しが必要となっています。 

また、図書館の館内展示などと読み聞かせ事業の整合性を持たせることも必要になります。

図書館とボランティアが一体となり、子ども達に本の魅力を伝えていけるよう、より一層の

連携を図ります。 

ボランティア会員は、地道な活動により微増していますが、今後もボランティアの養成や

活動支援の充実に努めるとともに、ボランティア同士のネットワーク作りについて検討しま

す。 

 

ủⱲꜝfi♥▫▪─ ה  

ủⱲꜝfi♥▫▪Ⱡ♇♩꞉כ◒ ─  
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第３節 学校における子どもの読書活動の推進 

 

１．学校の役割 

学校教育法第２１条第５号には、「読書に親しませ、生活に必要な国語を正しく理解し、使

用する基礎的な能力を養うこと」と規定されています。また、現行の学校指導要領の第１章

総則では、「学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童生徒の主体的、意欲的

な学習活動や読書活動を充実すること」と記されており、学校図書館は、下記の機能を有す

るとしています。 

①読書センター機能 

児童生徒の想像力を培い、学習に対する興味・関心等を呼び起こし、豊かな心や人間性、

教養、創造力等を育む自由な読書活動や読書指導を行う機能。 

②学習センター機能 

児童生徒の自発的・主体的・協働的な学習活動を支援したり、授業の内容を豊かにして

その理解を深める機能。 

③情報センター機能 

児童生徒の情報ニーズに対応したり、情報の収集・選択・活用能力を育成する機能。 

 

２．読書指導の充実と読書習慣の定着 

 

（１）現状と課題 

読書をすることは、すべての学習の基礎となる読解力を高めます。 

子どもたちの多くは、読書することが好きですが、進級・進学で学校段階が進むにつれて、

塾・習い事・部活といった活動が増加し、読書をする時間が減少していきます。朝の読書活

動、家庭での読書活動、読書旬間、読書感想文などにより読書を習慣づける取組みを行って

いますが、十分ではありません。 

小学校低学年の児童は、習いたての字を追うことで精いっぱいであり、本の内容を理解す

るまでには至らないと言われています。そのため、読み聞かせにより、耳から入った言葉で

想像力や理解力を高める取組みが重要です。学校によっては、高学年の児童が低学年の児童

に読み聞かせをする活動を行っています。 

図書館は調べ学習の場としても重要な場所ですが、パソコン・スマートフォンの普及によ

り、簡単に情報検索できるインターネットを利用する傾向にあります。情報化社会の進展に

より、インターネットの重要性は高くなっています。しかし、その情報の信頼性には問題が

ある状況です。 

 

（２）今後の取組み 

朝の読書活動などの、読書習慣を定着する取組みを推進するため、学校図書館の蔵書の充

実や、市立図書館の団体貸出しなどを利用することにより多様な図書を揃え読書環境を整備

していきます。 

小学校低学年は、音読に合わせ、読み聞かせを行うことで想像力・理解力を高める取組み
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を進めます。また、成長段階に応じた読書ができるように、学年別に推奨図書を選定すると

ともに、卒業までの読書冊数の推奨目標を設定し、読書活動を促進します。 

調べ学習の際に、インターネットを利用する場合は、図書も併用し、情報の正確性・信頼

性を確認し、主体的に情報の利活用ができるよう指導していきます。 

言語に関する能力（読解力）の向上だけでなく、読書をとおして人間形成や情操の涵養と

いった心の成長を図るための支援体制を整備していきます。 

 

ủ₈ ─ ₉⌂≥⌐╟╢ ─  

ủ ⌐ ∂√ ─  
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３．学校図書館の環境整備 

 

（１）現状と課題 

小・中学校の蔵書冊数は、学校図書館図書標準を概ね上回っていますが、学校図書館の環

境整備を進めるとともに、蔵書の充実に努める必要があります。 

平成２６年度から開始した学校図書館連携司書を、市立図書館から小・中学校へ派遣する

事業により、学校の司書教諭と連携し、子どもにとって一番身近な図書館である学校図書館

の整備・充実を行っています。レイアウト変更、「おすすめ本」の紹介、授業との関連性をも

った図書の展示などにより、学校図書館に足を運ぶ児童生徒も増えています。 

 

（２）今後の取組み 

学校図書館の蔵書のデータベース化により、図書検索できるシステムの構築を進め、利便

性の向上を図ります。 

学校の推薦図書コーナーや、児童生徒の「おすすめ本」などの展示を行い、様々な分野の

図書に触れるための環境整備を進めます。 

学校図書館に新聞の配備を進め、子どもたちが図書以外の活字情報や、社会の生きた情報

に触れることができるよう整備を行います。 

また、児童生徒が、生き生きと学校生活を送ることや、ストレスを抱えた児童生徒に対応

するため、自由な読書活動の場である学校図書館の「心の居場所」としての機能を充実して

いきます。 

 

ủ ─  

ủ ─ ☻כⱬ♃כ♦─  

ủ ┼─ ─  

 

４．司書教諭・学校司書の配置 

 

（１）現状と課題 

１２学級以上の小学校・中学校・高等学校において、司書教諭が配置されています。現在

配置されている司書教諭の多くは学級担任等を兼務しており、専門性を生かした取組みを行

うには、限界がある状況です。 

平成２６年には学校図書館法の一部改正が行われ、学校司書の配置が地方自治体の努力義

務とされています。高等学校には学校司書の配置が行われていますが、市内の小学校・中学

校には配置されていません。学校図書館を子どもたちにとって、これまで以上に使い易く、

読書に親しめる環境として整備するためには、学校司書の配置が必要になります。 

 

（２）今後の取組み 

現状の司書教諭の配置では、学校図書館の整備・充実には不十分です。そのため、司書教

諭と連携し、整備等を行うことのできる学校司書の小・中学校への配置に努めます。 
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・学校図書館法（抜粋） 

（学校司書） 

第６条 学校には、前条第１項の司書教諭のほか、学校図書館の運営の改善及び向上

を図り、児童又は生徒及び教員による学校図書館の利用の一層の促進に資するため、

専ら学校図書館の職務に従事する職員（事項において「学校司書」という。）を

置くよう努めなければならない。 

 

 

 

ủ ─  

 

５．関係機関との連携 

 

（１）現状と課題 

学校によっては、読み聞かせや学校図書館の整備に地域のボランティアを活用し、地

域との連携を行っています。 

 

（２）今後の取組み 

読み聞かせをしてもらうことは、児童生徒にとって大切な体験です。すべての学校で、読

み聞かせが行えるようボランティアの活用に努めます。 

市立図書館の学校図書館連携担当司書と連携し、学校図書館の整備や図書利用を促進でき

る魅力的な環境作りに取り組みます。 

また、市立図書館の積極的な利用を図るため、システムによる図書検索ができる環境作り

を検討するとともに、休日等には市立図書館が静かに読書し学ぶことができる場所であるこ

とを伝え、利用を働きかけます。 

 

ủ ≤─ ≤  
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【参考資料】 

 

 アンケート結果概要 
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１．調査の概要 

 

（１）調査目的 

 

子どもが読書についてどのように考えているか、どのような状況に置かれているかを把握

するための実態調査を目的としています。 

 

（２）調査対象 

 

・乳幼児保護者（年中児の保護者が主な対象） 

・小学校３年生 

・小学校５年生 

・中学校２年生 

・高等学校２学年 

 

 調査先 対象者数 回答者数 回答率 

１ 
保育園・幼稚園・こども園 
（全２８園中抽出１９園） 

371 262 70.62％ 

２ 
小学３年生 
（全１９校中抽出１０校） 

352 339 96.31％ 

３ 
小学５年生 
（全１９校中抽出１０校） 

357 345 96.64％ 

４ 中学２年生（６校） 514 460 89.49％ 

５ 高等部２学年（４校） 613 553 90.21％ 

６ 
総合支援学校（１校） 
※２～５の学年ごとに振分け集計 

16 16 100％ 

合 計（計４０か所） 2,223 1,975 88.84％ 

 

（３）調査方法 

 

学校・保育園等を通して用紙を配布及び回収するアンケート調査 

（自由意見には、読書に親しむにはどうしたら良いかなど、自由意見を記載してもらった） 

 

（４）調査期間 

 

平成２９年１月１０日（火）～平成２９年１月２０日（金） 
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２．調査結果の概要 

 

（１）乳幼児保護者向け（年中児の保護者が主な対象） 

 

①子どもへの読み聞かせの関心 

 

・子どもへの読み聞かせが「非常に大切」42.7％、「大切」56.5％であり、ほとんどの保護者

が大切だと考えていることが分かりました。 

・読み聞かせを始めたきっかけは、「育児書・メディアからの情報」24.6％、「自分が本を好

きだったから」22.5％、「保育園等」18.1％、「家族・知人」14.7％でした。 

・読み聞かせを開始した時期は、生後６か月までで 42.9％、1 歳６か月までで 80.3％でし

た。早期に読み聞かせを始める保護者が多くいることが分かります。 

・読み聞かせの頻度は、「週 1～2回」37.9％、「週 3～5回」26.8％、「毎日」12.6％でした。

「していない」は 2.3％でした。 

・読み聞かせする本を選ぶ際に参考やきっかけとしたのは、「書店」32.3％、「図書館等」27.7％、

「保育園等」27.4％でした。家族や知人のすすめで選んでいる人も 10％ほどいました。 

・読み聞かせが子どもにどんな影響を与えたかという設問では、「楽しみにし、喜んだ」23.6％、

「絵や文字に興味を持った」20.5％、「読み聞かせをせがむ」18.6％で、前向きな印象を持

っている保護者が多くいることが分かりました。 

・保護者が、読み聞かせをして良かったと感じていることは、「ふれあいの時間が増えた」

25.9％、「本を好きになる」19.7％、「言葉の発達に役立つ」16.8％、「感性が育つ」13.7％

でした。子どもの成長に良いという感じているほか、子どもと関わる時間が増えたことを

喜ぶ回答が一番多くありました。 

・読み聞かせの頻度が多いほど、子どもが本を読んで欲しいとせがむ傾向がありました。 
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・読みたい本の入手先は、「書店等での購入」57.9％、「図書館等」28％で、6 割が購入して

いることが分かります。 

 

②市立図書館の利用状況 

 

・図書館の利用経験は、73.3％の人があると回答しています。利用経験のあるうちの、約 82％

は南魚沼市図書館でした。利用頻度は、「月 1回程度」42.2％、「半年 1回程度」37.8％で

した。 

・図書館の利用経験者のうち、本を借りたことがある人は約 84％でした。また、図書館の読

み聞かせ事業を知っている人は 87.4％でしたが、参加したことがあるのは 34％でした。 

 

③自由意見 

 

・親が本を好きになる事 

・絵本の選び方やおすすめの絵本の紹介などの情報提供 

・両親が働いているとなかなか時間がとれないので、保育園等で本を読む機会を増やして欲

しい。 

・保育園で先生が本を読んでくれ、楽しかったことをよく話してくれる。その楽しかった本

を子どもが借りてきてくれる。 

・読書はとてもプラスになることだと思う。まずは、保護者が本と親しむ環境を作ってあげ

なければいけない。休日に図書館の日を設けて家族で読書週間を作るなど。 

 

 

 

（２）小学３年生 

 

①読み聞かせ・読書の印象について 

 

・読み聞かせが好きかの設問には、「好き」45.3％、「すこし好き」34％の回答があり、約８

割の子どもが好ましく思っていることが分かりました。 

・読書が好きかの設問には、「好き」53.5％、「すこし好き」27.2％と 8割が好きと回答しま

した。「すこし嫌い」6.1％、「嫌い」5.8％であり、1割は嫌いと回答しています。 

・読書が「好き」と回答した 53.5％のうち、読書が「大切」と 86.3％が思っていました。ま

た、「嫌い」とした人を含めた全体でみると、「大切」「すこし大切」と 92.6％が回答して

おり、読書の重要性を感じていることが分かります。 

・読書が「大切」と回答した 66.4％のうち、読書が「好き」と 70.2％が思っていました。読

書を「すこし大切」とした 27.1％のうち、「好き」という回答は 26％であり、重要性は感

じているものの、読書が好きという人が大きく減少することが分かりました。 
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②読書する図書の種類と読書環境について 

 

・読んでいる本の種類は、「小説や物語」21.7％、「学習マンガ」14.8％、「ゲームの本」11.0％、

「伝記や歴史」10.0％となっていました。 

・本の入手先は、学校図書館 35.2％、書店 28.4％、市立図書館等 25.5％となっていました。 

・本を読む場所は、自宅 60.6％、学校 33.8％、市立図書館等 3.2％でした。 

・本を選ぶために参考にするのは、図書館等 38.1％、書店 28.1％、家族 7.4％、友達 6.3％

になっています。学校図書館・図書館や書店を参考にしている人が多いことが分かります。 

・どうしたら、もっと本を読むようになるかという設問には、「学校で読書の時間を増やす」

30.3％、「家で増やす」23.7％。「テレビ・ゲームの時間を減らす」20.2％でした。「読む読

まないは自分で決める」も、18.2％と高い割合でした。 

 

③１日の時間の使い方について 

 

・家での学習時間は「30 分以内」54％、「1 時間以内」32.7％であり、約 9 割が 1 時間以内

でした。 

・塾で勉強している人は 22％でした。また、習い事をしている人は 30.8％でした。 
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④学校での読書活動 

 

・学校の朝読書が「ある」は 95.6％で、ほとんどの学校で実施されていることが分かりまし

た。 

 

⑤市立図書館の利用状況 

 

・市立図書館の利用目的は、「本を借りる」61.5％、「読書や調べ物」22.6％でした。また、

「学習利用」は 11.3％でした。 

 

⑥自由意見 

 

・おすすめ本の周知。 

・学校の朝読書などや家で本を読む時間を増やす。 

・短い本でも良いので、読んでいると本が好きになり、読書が習慣になる。 

 

 

 

（３）小学５年生 

 

①読み聞かせ・読書の印象について 

 

・読み聞かせが好きかの設問には、「好き」24.9％、「すこし好き」33.6％の回答があり、半

数以上の子どもが好ましく思っていることが分かりました。 
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・読書が好きかの設問には、「好き」36.9％、「すこし好き」30.5％と、約 7割が好きと回答

しました。「すこし嫌い」4.6％、「嫌い」7％であり、1割程度は嫌いと回答しています。 

・読書が「好き」と回答した 36.9％のうち、読書が「大切」と 81.1％が思っていました。ま

た、「嫌い」とした人を含めた全体でみると、「大切」「すこし大切」であると 85.2％が回

答しており、読書の重要性を感じていることが分かります。 

・読書が「大切」と回答した 51.7％のうち、読書が「好き」と 57.5％が思っていました。読

書を「すこし大切」とした人で、「好き」という回答は 18.1％であり、重要性は感じてい

るものの、読書が好きという人が大きく減少することが分かりました。 

 

 

 

②読書する図書の種類と読書環境について 

 

・読んでいる本の種類は、「小説や物語」30％、「伝記や歴史」14.4％、「スポーツや趣味」

12.7％、「学習マンガ」10.8％、「ゲームの本」7.9％となっていました。 

・本の入手先は、書店 32.3％、学校図書館 32.0％、市立図書館等 25.7％となっていました。 

・本を読む場所は、自宅 60.3％、学校 34.4％、市立図書館等 2.0％でした。 

・本を選ぶために参考にするのは、図書館等 42％、書店 32.7％、友達 6.6％、家族 4.9％に

なっています。書店や図書館・学校図書館を参考にする人が 7割以上になっています。 

・どうしたら、もっと本を読むようになるかという設問には、「学校で読書の時間を増やす」

44.4％、「家で増やす」17.5％でした。「テレビ・ゲームの時間を減らす」15.5％でした。

「読む読まないは自分で決める」も 15.8％ありました。 

 

③１日の時間の使い方について 

 

・家での学習時間は「1時間以内」が一番多く 53.5％でした。「30分以内」22.3％、「2時間

以内」11％でした。 



- 26 - 

・塾で勉強をしている人は 16.7％でした。また、習い事をしている人は 36.1％でした。 

 

 

 

④学校での読書活動 

 

・学校の朝読書が「ある」は 92.7％で、ほとんどの学校で実施されていることが分かりまし

た。 

 

⑤市立図書館の利用状況 

 

・市立図書館の利用目的は、「本を借りる」66.8％、「読書や調べ物」19.4％となっていまし

た。また、「学習利用」は 9.7％でした。 

 

⑥自由意見 

 

・学校で読書の時間をふやす。 

・おすすめの本などを並べ、その本のストーリーや紹介のお知らせをする。 

・自分の好きなジャンルや趣味の本から読み始めると良い。 

・読書感想文などを書いて興味を持ってもらう。 

・本の面白さや良さを伝える。 

・本の種類は、小説、童話、ファンタジーなどたくさんある。いろいろ読むと本の不思議さ

に気づき、「たくさん読みたい！」と思うようになり好きになりました。 

 

 

 

 



- 27 - 

（４）中学２年生 

 

①読書の印象について 

 

・読書が好きかの設問には、「好き」35.8％、「どちらかといえば好き」28.9％の回答があり、

6割以上が好ましく思っていることが分かりました。 

・読書が「好き」と回答した 35.8％のうち、読書が「大切」と 69.8％が思っていました。ま

た、「嫌い」とした人を含めた全体でみると、「大切」「どちらかといえば大切」と 78.6％

が回答しており、読書の重要性を感じていることが分かります。 

・読書が「大切」と回答した 44.6％のうち、読書が「好き」と 56.4％が思っていました。読

書を「どちらかといえば大切」とした 34.1％のうち、「好き」という回答は 22.7％であり、

重要性は感じているものの、読書が好きという人が大きく減少することが分かりました。 

 

 

 

②読書する図書の種類と読書環境について 

 

・読んでいる本の種類は、「小説や物語」50.9％、「スポーツや趣味」15％、「ゲームの本」

6.3％、「伝記や歴史」5％、「学習マンガ」3.6％となっていました。 

・本の入手先は、書店 57.3％、友達 17.9％、市立図書館等 10.3％、家族 4.9％、学校図書館

4.2％となっていました。 

・本を読む場所は、自宅 48.9％、学校 48.3％、市立図書館等 0.6％でした。 

・本を選ぶために参考にするのは、書店 68.3％、友達 11.9％、図書館等 4.8％、家族 3.2％

となっており、書店を参考にしている人が約 7割でした。 

・どうしたら、もっと本を読むようになるかという設問には、「学校で読書の時間を増やす」

46.7％、「読む読まないは本人に任せた方が良い」31.5％、「テレビ・ゲームの時間を減ら
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す」8.8％、「家で増やす」6.2％でした。学校で増やす・本人の判断という回答が大多数で

した。 

 

③１日の時間の使い方について 

 

・家での学習時間は「1時間以内」31.1％、「2時間以内」23％、「30分以内」22.8％でした。 

・塾で勉強している人は 22.5%で、「2時間以内」13.5％、「1時間以内」6.8％、「3時間以内」

2％でした。 

・外での習い事をしている人は 13.7％で、「2時間以内」6.3％、「1時間以内」4.8％、「3時

間以内」1.5％、「3時間超」0.9％でした。 

 

 

 

④学校での読書活動 

 

・学校での朝読書が「ある」は 87.7％で、約 9割の学校で実施されていることが分かりまし

た。 

 

⑤市立図書館の利用状況 

 

・市立図書館の利用目的は、「学習」44.5％、「本を借りる」31.6％、「読書や調べ物」20.2％

となっており、半数は学習利用でした。 

 

⑥自由意見 

 

・読書の良さを伝える。 

・朝読書の時間を長くする。 
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・年齢によって本の趣味が変わるため、年代ごとにオススメ本を分ける。 

・流行の本や人気の本を増やす。 

・ライトノベルなど読み易くて簡単なものから読めば良いと思う。 

・強制的に本を読ませても良い効果はない。本人の好きで良いと思います。 

・面白い本の掲示や名作の良さを伝える。 

・学級文庫の本を増やすと良いかなと思います。 

・どのような本なのか分かる POP をつける。 

・本人が興味を持つことが大切。「読書が大切だ」と人に言われてもピンとこないので、少し

でも読んでみることが大切だと思います。 

 

 

 

（５）高等部２学年 

 

①読書の印象について 

 

・読書が好きかの設問には、「好き」37.1％、「どちらかといえば好き」31.2％と、約 7割が

好ましく思っていることが分かりました。 

・読書が「好き」と回答した 37.1％のうち、読書が「大切」と 82.2％が思っていました。ま

た、「嫌い」とした人を含めた全体でみると、「大切」「どちらかといえば大切」と 87.2％

が回答しており、読書の重要性を感じていることが分かります。 

・読書が「大切」と回答した 59.8％のうち、読書が「好き」と 51％が思っていました。「ど

ちらかといえば大切」とした人で、「好き」という回答は約 2割であり、重要性は感じてい

るものの、読書が好きという人が大きく減少することが分かりました。 

・読んでいる本の種類は、「小説や物語」41.7％、「マンガ」34.4％、「スポーツや趣味」11.6％

となっていました。 
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②読書する図書の種類と読書環境について 

 

・本の入手先は、書店 56.2％、友達 21.6％、市立図書館等 9％、学校図書館 6.5％、家族

4.5％となっていました。 

・本を読む場所は、自宅 72.6％、学校 21.7％、市立図書館等 1.7％でした。 

・本を選ぶために参考にするのは、書店 63.4％、友達 14.9％、図書館等 5.9％、家族 4.5％

となっており、書店を参考にする人が 6割以上でした。 

・どうしたら、もっと本を読むようになるかという設問には、「読む読まないは本人に任せた

方が良い」39.5％、「学校で読書の時間を増やす」34.2％、「テレビ・ゲームの時間を減ら

す」10.9％、「家で増やす」10％でした。 

 

③１日の時間の使い方について 

 

・家での学習時間は「3 時間超」18.9％、「1 時間以内」17.5％、「2 時間以内」17.3％、「30

分以内」10.9％、「3時間以内」6.6％でした。 

・塾で勉強しているのは 5.1％で、「2時間以内」1.8％、「1時間以内」1.4％、「3時間以内」

1.1％、「3時間超」0.4％でした。 

・外での習い事をしている人は 3％で、「2時間以内」「1時間以内」が 0.9％、「3時間超」「3

時間以内」が 0.5％、「30分以内」0.2％でした。 

 



- 31 - 

 

 

④市立図書館の利用状況 

 

・市立図書館の利用目的は、「学習」72.2％、「読書や調べ物」14％、「本を借りる」8.7％で

あり、7割以上が学習利用でした。 

 

⑤自由意見 

 

・学校で読書の時間を作るか、読書の課題を出す 

・まず、いきなり難しい本を読もうとせず、自分の興味のある本やページ数の少ない本から

読んでいき、本を好きになっていく 

・小さい子への読み聞かせ（学生がやっても面白いと思います）や、ヤングアダルトの本を

学生に手にとってもらえる企画があると良いと思います。 

・本当に面白い本に出会えれば、みんな読むと思う。 

 

 

 

（６）まとめ《全体の傾向》 

 

①読み聞かせ・読書の印象について 

 

・読み聞かせや読書が大切だと 8～9 割の人が考えていることが分かりました。中学 2 年生

では、78.6％と他よりも 10％近く少ない傾向にありました。 

・読書が「好き」「どちらかといえば好き」と 7 割以上の人が回答していました。中学 2 年

生は 64.7％であり、他よりも少ない傾向にありました。 
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②読書する図書の種類と読書環境について 

 

・読んでいる本は、「小説や物語」が 1 番多く回答され、学校段階が進むにつれ回答される

割合が増加し、高等部 2 学年では 40％以上となりました。小学 5 年生以上では、「スポー

ツや趣味」を回答する人が 10％程度いました。 

・本を読む場所は、「自宅」「学校・学校図書館」「市立図書館等」の順番でした。「市立図書

館等」を回答した人は、数％で、ほとんどが、「自宅」や「学校・学校図書館」と回答して

いました。 

・どうしたら、読書をするようになるかの設問では、「学校で読書の時間を増やす」を回答す

る人が多くいました。また、「読む読まないは自分で決める」は小学生で 20％弱、中学 2

年生・高等部 2学年で、3～4割が回答していました。 

 

③1 日の時間の使い方について 

 

・家での学習時間は、学校段階が進むにつれ、1 時間以下の回答が減り、1 時間超の割合が

増加していました。また、「ない」を選択する割合も、学校段階が進むにつれ増加する結果

となっていました。 

 

 

 

・本・まんが・雑誌・新聞を読んだ時間は、学校段階が進むにつれ全体的に減少していくこ

とが分かりました。 
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・テレビ・ビデオ・ＤＶＤの視聴時間は、小学 3年生から中学 2年生までは長時間化してい

きますが、高等部 2学年になると短時間化していました。 

・外での遊びやスポーツを、小学生では半数以上が行っていますが、高等部 2 年生では、2

割程度まで減少していました。 

・パソコン・タブレットの使用や音楽を聞く時間は、学校段階が進むにつれ増加する傾向に

ありました。 

・テレビゲームをする割合は、学校段階が進むにつれ減少することが分かりました。 

 

④学校での読書活動 

 

・学校の朝読書は、小学生・中学生の 9割が「ある」と回答していることから、学校単位で

実施されているものと考えられます。 

（市内の高等学校単位では実施されていませんでした。【別途、調査実施】） 

 

⑤市立図書館の利用状況 

 

・小学生では、「本を借りる」が 6 割以上でしたが、中学 2 年生では 3 割、高等部 2 学年で

は 1 割未満でした。反対に、「学習利用」を小学生では 1 割、中学 2 年生では 4 割、高等

部 2学年では 7割以上が回答していました。 
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